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◎
ぎ
ふ
清
流
国
体
の
推
進
事
業

◎
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
支
援
対

策
事
業

◎
観
光
交
流
事
業

◎
下
水
道
整
備
事
業

◎
教
育
委
員
会
委
員

　

野　

原　
　
　

正

般
若
畑
７
０
１
番
地

　
◎
樫
原
谷
林
野
組
合
議
会
議
員

　

高
橋　

和
博　
　

野
原　

幸
義

　

久
保
田
和
秋

　
◎
足
打
谷
林
野
組
合
議
会
議
員

　

小
川　
　

修　
　

国
枝　
　

弘

　

矢
橋　

克
己　
　

石
田　

正
秋

　

今
西　
　

武　
　

野
原　

敏
郎

　

松
原　
　

勇　
　

窪
田　

智
秋

　

内
田　

義
彦　
　

高
橋　

光
雄

　

渡
邉　

正
雄

百万円以下は四捨五入。（　）内は前年度予算額

総額
111.7億円

一般
会
計　
69.9億円

特別

会
計 

41.7
億
円

一般会計
69.9億円

（72.6億円、
－3.7％）

国民健康保険
22.3億円

（20.7億円、
＋7.9％）

南北簡易水道
1.4億円

（1.4億円、±0％）

後期高齢者
医療
2.1億円

（2.0億円、
＋7.1％）

農業集落排水
3.6億円

（3.6億円、±0％） 温泉
3.4億円
（2.7億円、＋23.1％）

公共下水
8.9億円

（6.9億円、
＋28.8％）

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１第１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

 前年比１.６％増総額   111億7,200万円（　　　　    ） １０９億９,９００万円
百万円以下は四捨五入　

 前年比４％減一般会計　６９億９,５００万円（　　　 ） ７２億６,０００万円
 前年比１２％増特別会計　４１億７,７００万円（　　 　） ３７億３,０００万円

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例今定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会（議会））））））））））））））））））））））ののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主ななななななななななななななななななななな内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内の主な内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容
◎町長の２４年度施政方針・予算提案説明
◎教育委員会委員任命・林野組合議会議員　決定
◎池田町まちづくり条例　可決
◎条例・規約変更・事務委託　可決　２９件
◎２３年度補正予算　可決
◎２４年度予算　可決
◎２４年度土地開発公社事業　可決
◎町道路線変更・認定　可決
◎２３年度一般会計補正予算専決処分報告　可決

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年平成 ２４ 年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決予算可決
2月27日

▼

3月5日

臨
時
会（
議
会
）の
内
容

議
員
定
数　

人
額　

人
に
な
り
、

１２

１０

委
員
会
構
成
が
変
更

今
ま
で
の

委　

員　

会

総
務
建
設
産
業

　

…
…
…　

人
１２

民
生
文
教

　

…
…
…　

人
１２

議
会
広
報
編
集

　

…
…
…
５
人

◎
議
会
人
事
の
決
定

◎
専
決
処
分
事
項
の
報
告

こ
れ
か
ら
の

委　

員　

会

総
務
建
設
産
業

　

…
…
…　

人
１０

民
生
文
教

　

…
…
…　

人
１０

議
会
広
報
編
集

　

…
…
…
４
人

人　

事　

案　

件

（
議
会
が
同
意
）

本
年
度
重
要
施
策

（
町
長
提
案
）
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5,750万円
追加補正　1,600万円
（トレーニング室増築工事）

　煙総合体育館トレーニング室増築工事 5,600万円

　煙チャレンジ広場駐車場舗装工事 507万円

　煙霞間ヶ渓スポーツ公園トイレ設置工事 450万円

　煙柔道場畳９１畳購入等 793万円

池田町議会常任委員会等名簿
鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

氏　　　　　　　　　　　名定数名　　　　　称
　遠藤和雄１議　 　  　　 長
　坂口　博１副　  議　  長
　土川　博１監 査 委 員
◎竹中芳弘　○岩谷真海　松岡雅子　松岡正彦　遠藤和雄　坂口　博　土川　博
　牧村範康　　臼井幹夫　渡辺幸一１０総 務 建 設 産 業 委 員 会

◎松岡正彦　○松岡雅子　岩谷真海　遠藤和雄　竹中芳弘　坂口　博　土川　博
　牧村範康　　臼井幹夫　渡辺幸一１０民 生 文 教 委 員 会

◎岩谷真海　○松岡雅子　松岡正彦　竹中芳弘　牧村範康５議 会 運 営 委 員 会
◎牧村範康　○竹中芳弘　臼井幹夫　渡辺幸一４議 会 広 報 編 集 委 員
　松岡雅子　松岡正彦　岩谷真海　遠藤和雄　竹中芳弘　坂口　博　土川　博
　牧村範康　８池田町計画審議会委員

◎岩谷真海　松岡雅子　松岡正彦　遠藤和雄　竹中芳弘　土川　博６消 防 委 員 会 委 員
◎松岡雅子　○牧村範康　松岡正彦　坂口　博　臼井幹夫　渡辺幸一６国 保 運 営 協 議 会 委 員
　松岡正彦　岩谷真海　遠藤和雄　竹中芳弘　坂口　博　土川　博　牧村範康７池田町農業振興地域整備計画協議会委員
　遠藤和雄　松岡正彦２養基小学校養基保育所組合議会議員
　岩谷真海１池田町有線放送電話農業協同組合理事
　遠藤和雄１池田町有線放送電話農業協同組合監事
　松岡雅子　松岡正彦　岩谷真海　遠藤和雄　竹中芳弘　土川　博６土 地 開 発 公 社 理 事
　牧村範康１土 地 開 発 公 社 監 事
　遠藤和雄　松岡正彦　岩谷真海　竹中芳弘４揖斐広域連合議会議員

　遠藤和雄　松岡正彦　２西美濃さくら苑介護老人保
健施設事務組合議会議員

　遠藤和雄　土川　博２岐阜県後期高齢者医療
広 域 連 合 議 会 議 員

池田温泉・新館リニューアル工事

8,298万円

　煙源泉ポンプ入替工事（本館） 337万円

　煙新館外部改修工事 4,915万円

　煙新館内部リニューアル工事 2,915万円

　煙監視カメラシステム設置工事（新館） 131万円

池田温泉・新館リニューアル工事

国体関連施設整備事業

◎　委 員 長
○　副委員長

※５月１５日〜６月１５日は休館
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氏　

名　

渡
辺　

幸
一

住　

所　

上
田　

番
地

１５

年　

齢　
　

歳
５８

職　

業　

会
社
役
員

趣　

味　

ス
ポ
ー
ツ
、
読
書

抱　

負　

町
民
の
皆
様
の
生
の

声
を
よ
く
聞
き
、
何
を
す
れ
ば

よ
い
か
を
ご
一
緒
に
考
え
、
元

気
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

氏　

名　

臼
井　

幹
夫

住　

所　

本
郷
１
３
６
８
番
地

の
４

年　

齢　
　

歳
６０

職　

業　

自
営
業

趣　

味　

ゴ
ル
フ
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ

抱　

負　

地
産
地
消
の
推
奨
を

進
め
、
県
内
外
の
多
く
の
人
に

池
田
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
活
力
あ

る
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
池
田
温
泉
を
中
心
に
道
の
駅

な
ど
観
光
に
も
力
を
入
れ
、
多

く
の
人
が
注
目
し
て
く
れ
る
様

な
安
心
、
安
全
な
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

氏　

名　

牧
村　

範
康

住　

所　

青
柳　

番
地
の
１

８４

年　

齢　
　

歳
４４

職　

業　

会
社
役
員

趣　

味　

読
書
、
ゴ
ル
フ

抱　

負　

皆
様
の
負
託
に
応
え

る
べ
く
地
方
自
治
の
課
題
と
展

望
に
つ
い
て
常
に
配
慮
し
、
開

か
れ
た
議
会
と
産
業
・
文
化
・

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
常
に「
民

意
主
義
」
で
努
力
を
傾
注
し
ま

す
。
特
に
子
育
て
・
教
育
の
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

氏　

名　

土
川　
　

博

住　

所　

宮
地
９
２
９
番
地

年　

齢　
　

歳
７０

職　

業　

農
業

趣　

味　

ゴ
ル
フ

抱　

負　

観
光
の
町
池
田
町
を

目
指
し
て
、
池
田
山
山
麓
一
帯

の
放
棄
農
地
の
活
性
化
。
西
美

濃
夢
源
回
廊
の
一
日
も
早
い
完

成
。
池
田
山
登
山
道
・
遊
歩
道

の
完
成
。
池
田
山
を
桜
と
も
み

じ
の
山
に
。

氏　

名　

坂
口　
　

博

住　

所　

片
山
１
３
７
４
番
地

の
１

年　

齢　
　

歳
７１

職　

業　

農
林
業

趣　

味　

自
然
を
相
手
に
（
特

に
山
を
歩
く
の
が
好
き
）

抱　

負　

自
然
豊
か
で
誰
も
が

安
心
し
て
住
み
易
い
町
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
八
幡
小

学
校
の
建
設
、
金
地
谷
の
改
修

工
事
と
次
の
世
代
に
し
っ
か
り

し
た
跡
を
残
し
た
い
。

氏　

名　

竹
中　

芳
弘

住　

所　

八
幡
１
９
５
番
地

年　

齢　
　

歳
７０

職　

業　

会
社
役
員

趣　

味　

野
球
、
映
画
鑑
賞

抱　

負　

自
然
豊
か
で
住
み
易

い
町
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、

町
人
口
の
増
加
と
企
業
誘
致
を

促
進
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に

全
力
を
尽
く
し
た
い
。
八
幡
小

学
校
の
建
設
工
事
が
始
ま
る
年
、

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新 議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹議 員 紹 介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
（議席番号順）
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し
っ
か
り
と
現
場
状
況
を
見
て
、

す
ば
ら
し
い
学
校
を
将
来
に
残

し
た
い
。

氏　

名　

遠
藤　

和
雄

住　

所　

沓
井
８
３
８
番
地

年　

齢　
　

歳
７２

職　

業　

会
社
員

趣　

味　

読
書

抱　

負　

常
に
町
民
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
、
安
心
・
安
全
で

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
力
し

ま
す
。
子
ど
も
達
の
よ
り
良
い

環
境
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

氏　

名　

岩
谷　

真
海

住　

所　

六
之
井
７
８
１
番
地

年　

齢　
　

歳
５７

職　

業　

僧
侶

趣　

味　

読
書
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

抱　

負　

私
は
、
住
ん
で
み
た

い
池
田
町
、
住
ん
で
良
か
っ
た

池
田
町
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
池
田
町
を
め
ざ
し
て
活

動
し
ま
す
。
そ
の
為
に
は
住
民

福
祉
の
向
上
、
教
育
環
境
の
充

実
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
立
、

雇
用
の
場
の
確
保
、
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
等
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

氏　

名　

松
岡
正
彦

住　

所　

田
畑
８
２
８
番
地

年　

齢　
　

歳
７０

職　

業　

農
業

趣　

味　

無
し

抱　

負　

笑
顔
で
助
け
合
い
、

楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
皆
様
の

ご
意
見
を
拝
聴
し
、さ
ら
に
住
み

良
い
池
田
町
に
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

・
企
業
を
誘
致
し
、
働
く
場
所

を
多
く
す
る
。

・
子
供
達
の
健
全
な
育
成

・
安
心
出
来
る
老
後

氏　

名　

松
岡
雅
子

住　

所　

六
之
井
１
７
８
７
番

地
の 
２

年　

齢　
　

歳
６８

職　

業　

会
社
役
員

趣　

味　

ス
ポ
ー
ツ
、
手
品
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

抱　

負　

今
回
女
性
が
一
人
に

な
り
ま
し
た
が
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
町
づ
く
り
、
又
、
養
老
鉄

道
の
存
続
、
医
療
誘
致
、　

歳
以

１８

下
の
医
療
費
無
料
化
等
、
家
族

を
守
る
町
づ
く
り
の
為
初
心
を

忘
れ
ず
、
最
初
の
一
歩
を
恐
れ

ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
必
ず
結

果
が
出
せ
る
様
頑
張
り
ま
す
。

　

就
任
あ
い
さ
つ

　

去
る
４
月
３
日
の
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
議
長
、
副
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
そ

の
責
務
の
重
さ
を
十
分
認
識

し
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く

す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
議
会
よ
り
定
数　

名
と

１０

な
り
、
議
員
一
人
一
人
の
責
務

は
よ
り
一
層
重
い
こ
と
を
心

に
刻
み
、
議
員
自
ら
が
研
鑽
を

深
め
町
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
、
皆
様
の
声
を
充
分
受
け

止
め
、
常
に
町
民
の
皆
様
の
目

線
に
立
ち
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
活
力
あ

る
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
に

努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
国
体
の
年
で
あ
り

ま
す
。
町
内
の
民
泊
協
力
会
の

皆
さ
ん
、
民
泊
受
け
入
れ
家
庭

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
全
国
か
ら
お
越
し
下
さ
る

選
手
・
監
督
の
皆
さ
ん
に
お
も
て

な
し
の
心
で
接
し
て
頂
き
た
い
。

そ
し
て
、
池
田
町
を
知
っ
て
も

ら
い
交
流
の
輪
を
広
げ
一
生
の

思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
い
、
町

民
に
と
っ
て
も
お
互
い
に
協
力

し
て
い
く
中
で
地
域
の
連
帯
感

を
よ
り
一
層
深
め
て
、
成
功
裏

に
終
わ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

皆
様
方
の
一
層
の
御
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　  
監
査
委
員
の
選
任
同
意 

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣

僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣
僣

　

平
成　

年
度　

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

２４

遠藤和雄  議長坂口　博  副議長

土川　博  議員
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情
報
公
開
が
町
民
参
加
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
政
策
決

定
過
程
で
の
透
明
性
や
、
予
算
編

成
過
程
で
の
住
民
の
意
見
や
提
案

を
聞
く
環
境
は
で
き
な
い
か
。
そ

の
う
え
で
具
体
的
な
事
業
に
対
す

る
予
算
額
の
記
載
や
事
業
内
容
を

紹
介
し
、
実
施
過
程
や
結
果
に
つ

い
て
検
証
し
進
捗
状
況
を
公
表
し
、

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

町
政
に
対
す
る
関
心
を
深
め
る
と

思
う
が
。

 
町　

長 

　

予
算
編
成
過
程
で
の
日
程
的
な

こ
と
も
あ
り
、
又
人
員
配
置
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
全

て
情
報
を
流
す
こ
と
は
難
し
い
。

機
会
あ
る
ご
と
主
要
政
策
に
つ
い

て
は
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
理
解

を
頂
け
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

　

昭
和　

年
に
制
定
さ
れ
た
池
田

６０

町
民
憲
章
と
、
平
成
７
年
に
合
併　
４０

周
年
記
念
に
作
ら
れ
た
池
田
町
の

歌
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
町
民

の
一
体
感
の
醸
成
と
郷
土
を
愛
す

る
心
を
育
む
と
と
も
に
町
勢
の
発

展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

池
田
町
も
将
来
避
け
て
通
れ
な

い
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
る
。

生
産
人
口
の
減
少
、
高
齢
人
口
の

増
加
は
余
儀
な
く
さ
れ
、
町
財
政

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
思

わ
れ
る
。
財
政
基
盤
の
活
性
化
対

策
等
に
よ
り
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
施
策
を
講
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
民
の
自
意

識
を
向
上
さ
せ
、
協
働
・
参
画
の

認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
施
策
が
大

切
で
あ
る
。
幅
広
い
世
代
の
参
加

意
欲
の
あ
る
方
に
も
考
慮
し
た
、

諸
会
議
や
会
合
等
の
曜
日
や
時
間

帯
を
考
え
て
、
参
加
意
欲
の
わ
く

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

 
町　

長 

　

第
五
次
総
合
計
画
・
町
づ
く
り

条
例
の
制
定
に
あ
た
り
、
夜
土
・

日
に
や
っ
て
は
き
た
が
、
土
・
日

に
つ
い
て
は
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
出
来
る
だ
け
避
け
て
き
た
。
そ

の
時
々
の
会
議
の
持
ち
方
に
よ
っ

て
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
出
席

し
て
頂
け
る
状
況
を
作
っ
て
い
く

の
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

遠藤和雄 議員

住民参加で、活力ある池田町で
あり続けるために

年
少
女
合
唱
団
に
歌
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
今
後
、
時
期
を
と
ら
え

な
が
ら
国
体
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と

並
行
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 
町　

長 

　

町
民
憲
章
は
成
人
式
に
新
成
人

に
毎
年
朗
読
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

　

池
田
町
の
歌
は
、
成
人
式
に
少

庁舎にある町民憲章の石碑
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歴
史
・
文
化
の
発
展
が
あ
っ
て
、

魅
力
あ
る
町
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
。

　

専
門
職
の
学
芸
員
が
１
人
み
え

る
が
、
文
化
の
継
承
に
は
時
間
が
か

か
る
。
跡
継
ぎ
を
採
用
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

他
の
部
署
に
学
芸
員
の
資
格
者

が
２
名
い
る
の
で
育
成
し
、
町
の

文
化
面
を
強
く
し
て
行
く
。

窪田弘子 議員

下水道料金はこのままでいいのか

　

平
成
９
年
、
最
初
の
利
用
が
始

ま
っ
て
以
来
、　

年
に
一
般
浄
化

１９

槽
並
み
に
と
一
回
値
上
げ
し
た
だ

け
で
、
維
持
管
理
費
は
今
年
の
予

算
で
も
８
８
０
０
万
円
一
般
会
計

か
ら
補
て
ん
し
て
い
る
。
当
初
は
、

３
年
ご
と
に
料
金
を
見
直
す
予
定

だ
っ
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
公
平

と
い
う
点
か
ら
も
、
少
し
づ
つ
値

上
げ
を
し
、
受
益
者
が
払
う
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

維
持
管
理
費
は
使
用
料
で
ま
か

な
い
た
い
が
、
今
の
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
の
中
、
接
続
率
も
上
げ
た
い

　

今
は
食
材
が
世
界
中
か
ら
来
る

が
、
安
全
な
野
菜
を
誰
も
が
求
め
、

新
鮮
な
地
元
産
を
子
供
た
ち
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
。

　

学
校
で
食
べ
物
の
生
産
の
事
を

を
教
え
る
食
育
は
重
要
。
地
元
産

の
野
菜
は
給
食
で
大
人
気
だ
。
地

産
地
消
の
成
功
例
は
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
軸
足
を
置
き
、
い
つ
何

が
ど
の
位
要
る
か
に
応
じ
た
生
産

を
し
て
い
る
。
学
校
や
農
協
と
い

う
買
い
手
と
農
家
を
つ
な
ぐ
機
能

が
不
可
欠
で
、
町
は
そ
の
役
割
を

担
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

地
産
地
消
は
私
も
同
感
で
、
安

全
な
地
元
産
野
菜
を
全
量
で
も
給

食
に
使
い
た
い
。
今
農
業
婦
人
ク

ラ
ブ
な
ど
に
出
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
は
、
野
菜
で
は　

％
程
。
町

１０

は
す
べ
て
を
ま
と
め
る
の
で
な
く
、

取
り
組
ん
で
下
さ
る
方
の
支
援
を

し
て
い
く
。

地
産
地
消
は
ま
ず
学
校
給
食
か
ら

さ
ら
に
文
化
の
薫
る
町
に

の
で
、
値
上
げ
は
難
し
い
。

　

使
っ
た
だ
け
払
う
と
い
う
従
量

制
が
な
い
の
は
、
西
濃
で
池
田
町

と
揖
斐
川
町
だ
け
。
値
上
げ
を
町

民
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
も

従
量
制
に
す
べ
き
で
は
。

 
町　

長 

　

分
か
り
や
す
い
話
だ
が
、す
ぐ
に

は
難
し
い
。

　

近
隣
で
は
下
水
道
事
業
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。
今
は
、

金
利
も
安
い
た
め
、
も
っ
と
投
資

し
て
、
工
事
を
大
幅
に
前
倒
し
早

く
全
町
完
備
さ
れ

た
い
。

 
町　

長 

　

高
度
合
併
浄
化

槽
な
ら
ば
、
事
業

費
も
少
な
く
、
早

く
で
き
る
の
で
、

区
域
を
定
め
て
高

率
補
助
で
や
っ
た

ら
と
考
え
て
い
る
。

急ピッチで進む西濃地方の汚水処理事業

0
20
40
60
80
100

安
八
町
 

関
ヶ
原
町

大
垣
市
 

海
津
市
 

神
戸
町
 

揖
斐
川
町

輪
之
内
町

垂
井
町
 

池
田
町
 

養
老
町
 

大
野
町
 

平成２３年３月末 
 汚汚水処理人口普及率 

39.3
49.5

6465.569.9
80.481.8

90.691.1
98.299.5

給食風景（池田中学校）

急ピッチで進む西濃地方の汚水処理事業
公共下水・農業集落排水・合併浄化槽すべてを含む。
大野町は合併浄化槽のみ。
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町　

長 

　

運
行
し
始
め
た
ば
か
り
な
の
で

温
泉
バ
ス
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
。

コ
ー
ス
の
無
駄
を
省
き
で
き
る
だ

け
多
く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
逆
コ
ー
ス
や
北

回
り
南
回
り
線
に
つ
い
て
も
し
ば

ら
く
利
用
状
況
を
み
て
検
討
す
る
。

か
け
て
放
た
れ
た
。　

時　

分
に

１２

３０

は
八
幡
や
池
田
山
登
山
道
で
拾
わ

れ
、
北
西
の
季
節
風
に
の
っ
て
短

時
間
に
池
田
町
ま
で
飛
来
す
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

事
故
が
起
き
た
時
の
速
報
体
制

と
防
災
対
策
を
確
立
さ
れ
た
い
。

ヨ
ウ
素
剤
を
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

近
く
に
備
蓄
さ
れ
た
い
。
放
射
線

の
測
定
を
恒
常
的
に
実
施
せ
よ
。

 
町　

長 

　

ヨ
ウ
素
剤
は
県
内
の
大
病
院
６

カ
所
に
５
千
人
分
確
保
さ
れ
て
い

る
が
も
っ
と
近
く
で
確
保
で
き
る

よ
う
県
に
要
望
す
る
。
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
も
実
施
し
た
い
。

　

そ
の
他
、
消
費
税
増
税
に
つ
い

て
池
田
町
の
産
業
や
財
政
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
質
問
。

野網義一 議員　

　

２
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
バ

ス
停
が
少
な
く
利
用
し
た
く
て
も

利
用
で
き
な
い
人
が
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

巡
回
線
に　

カ
所
バ
ス
停
が
あ

１６

る
が
、
例
え
ば
東
公
民
館
な
ど　
１５

カ
所
の
バ
ス
停
を
追
加
す
べ
き
。

西
公
民
館
で
の
方
向
転
換
や
ゲ
ン

キ
ー
東
の
バ
ス
停
は
無
駄
が
多
す

ぎ
る
改
善
を
。
そ
う
す
れ
ば
バ
ス

停
を
多
く
し
て
も
時
間
は
、
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

　

逆
コ
ー
ス
も
導
入
し
、
無
駄
に

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
間
を
短
縮

す
べ
き
。
温
泉
バ
ス
の
よ
う
に
フ

リ
ー
乗
降
の
導
入
や
温
泉
入
り
口

ま
で
運
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

コミュニティバスの有効活用
身近なところにバス停を

運行開始のコミュニティバス

役場に導入された線量計

か
し
い
が
、
道
の
駅
を
も
っ
と
魅

力
あ
る
も
の
に
す
べ
き
。

　

魅
力
あ
る
商
品
の
開
発
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実
施
と
町
民

参
加
。
野
菜
売
り
場
は
安
全
で
新

鮮
な
野
菜
を
も
っ
と
多
く
。
周
辺

の
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
環
境
作

り
を
提
案
す
る
。

　

道
の
駅
と
新
館
を
つ
な
ぐ
歩
道

橋
は
い
つ
で
き
る
の
か
。

 
町　

長 

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
４
月
か

ら
定
期
的
に
実
施
し
た
い
。
そ
こ

へ
町
民
の
参
加
も
。
歩
道
橋
は　
２５

年
度
の
社
会
資
本
整
備
事
業
の
補

助
事
業
対
象
に
な
る
の
で
、
実
施

に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
る
。

原
発
事
故
起
き
た
ら
大
変

　

ヨ
ウ
素
剤
近
く
に

放
射
能
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

道
の
駅
を
自
慢
で
き
る
施
設
に

新
館
と
歩
道
橋
で
つ
な
げ

　

年
度
実
施
に
向
け
準
備

２５
　

狭
く
て
入
り
組
ん
で
い
て
店
に

入
り
に
く
い
。
車
椅
子
の
利
用
が

困
難
。
雨
風
が
吹
い
た
ら
ゆ
っ
く

り
く
つ
ろ
げ
る
所
が
な
い
な
ど
道

の
駅
の
改
善
を
求
め
る
町
民
の
声

が
多
い
。
物
理
的
な
改
善
は
む
ず

　

３
月
３
日
福
井
県
の
美
浜
原
子

力
発
電
所
の
近
く
の
水
晶
浜
か
ら

千
個
の
風
船
が　

時
か
ら　

時
に

１０

１２

コミュニティバス利用状況
　単位：人

３月２月
７９９５４４巡 　回　 線
１５６９９南回り（火・木）
２３３９１北回り（水・金）
１１８８７３４計
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民
生
文
教
委
員
会

問　

平
成　

年
度
池
田
町
一
般

２３

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
。

答　

八
幡
小
学
校
改
築
工
事
に

つ
い
て
は
総
経
費　

億
８
７

１５

０
０
万
円
で
当
初
予
定
額
よ

り
多
く
、
理
由
は
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
パ
イ
ル
打
ち

工
事
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
工
事
・
仮
設
校
舎
建
設
の

施
工
増
と
資
材
の
高
騰
に
よ

る
も
の
で
、
一
括
発
注
、
分

離
発
注
等
、
今
後
考
慮
し
て

い
き
た
い
。

問　

平
成　

年
度
池
田
町
一
般

２４

会
計
予
算
に
つ
い
て
。

答　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
の
実
績
は
平
成　
２３

年
度
開
始
で
、　

件
申
請
が

３８

あ
り
、
今
後
の
方
針
は
補
助

金
が
減
額
さ
れ
、
さ
ら
に
全

量
買
い
取
り
制
度
も
開
始
さ

れ
る
の
で
平
成　

年
度
以
降

２５

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

霞
間
ヶ
渓
ス
ポ
ー
ツ
公
園

駐
車
場
設
備
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答　

国
体
に
向
け
て
駐
車
場
確

保
の
た
め
軽
舗
装
し
、
利
用

し
や
す
く
す
る
。

問　

緊
急
通
報
装
置
事
業
の
現

状
は
。

答　
　

歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

７５
な
ど
に　

台
設
置
。
昼
間
独

８０

居
な
ど
の
方
に
は
、
安
心
し

て
池
田
町
に
住
め
る
よ
う
に

対
応
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

平
成　

年
度
後
期
高
齢
者

２４

医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
。

答　

予
算
規
模
前
年
対
比
で　
７.１

％
増
で
４
年
間
据
え
置
か
れ

た
保
険
料
が
平
成　

年
度
に

２４

改
定
さ
れ
る
こ
と
が
要
因
で

収
納
状
況
は
特
別
徴
収
で　
７２

％
、
収
納
率
は　

％
。
普
通

１００

徴
収
は　

％
で
、
収
納
率
は

２８

平
成　

年
度
で
は　

・　

％
。

２２

９９

１２

全
体
で
は　

・　

％
で
あ
る
。

９９

７４

問　

池
田
町
こ
と
ば
の
教
室
の

設
置
及
び
、
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

答　

条
例
改
正
に
よ
り
「
サ
ー

質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑質疑　　

ああああああああああああああれれれれれれれれれれれれれれここここここここここここここあれこれれれれれれれれれれれれれれれ
３月議会に上程された議案の中から主な

質疑を要約してお知らせします。

杭瀬川
N

運動場

八幡小学校仮設校舎の位置図

八幡小学校校舎改築スケジュール



10
いけだ議会だより　No.144

平成 24 年 5 月 1 日発行

ビ
ス
」
が
「
支
援
」
と
な
る

が
公
費
９
割
、
自
己
負
担
１

割
は
変
ら
ず
利
用
者
負
担
に

変
化
は
生
じ
な
い
。
事
業
所

名
は
「
こ
と
ば
の
教
室
」
で

名
称
は
変
わ
ら
な
い
。

問　

池
田
町
国
民
健
康
保
険
条

例
な
ど
の
一
部
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
。

答　

主
に
入
国
管
理
法
改
正
に

伴
う
も
の
で
、
住
民
基
本
台

帳
に
外
国
人
が
登
録
さ
れ
る

こ
と
に
従
来
は
２
週
間
以
上

の
手
続
き
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
入
国
時
の
み
と
な
り
簡

素
化
さ
れ
た
在
留
期
間
が
切

れ
た
場
合
は
入
国
管
理
事
務

所
か
警
察
署
の
所
管
と
な
る
。

問　

温
知
小
学
校
体
育
館
、
防

水
改
修
工
事
の
内
容
は
。

答　

主
に
屋
根
の
防
水
工
事
で

国
体
に
向
け
利
便
性
を
考
慮

し
、
体
育
館
周
辺
の
整
備
も

含
め
て
総
合
的
に
施
工
し
て

い
き
た
い
。

  
総
務
建
設
産
業
委
員
会

　
問　

町
民
参
画
・
協
働
推
進
会

議
は
常
設
か
。

答　

総
合
計
画
な
ど
重
要
施
策

が
あ
る
と
き
な
ど
に
事
業
目

的
ご
と
に
設
置
す
る
。

問　

池
田
町
暴
力
団
排
除
条
例

に
つ
い
て
対
象
者
の
確
認
の

方
法
は
。

答　

県
の
公
表
も
あ
る
が
、
町

と
し
て
は
関
係
機
関
へ
問
い

合
わ
せ
る
な
ど
し
て
確
認
す

る
。

問　

下
水
道
条
例
で
排
水
基
準

が　

か
ら
１
に
改
正
さ
れ
る

０.２
理
由
は
。

答　

国
の
基
準
が
緩
和
さ
れ
、

池
田
町
で
は
工
場
か
ら
排
出

さ
れ
る
対
象
物
の
受
け
入
れ

は
し
て
い
な
い
の
で
検
出
さ

れ
な
い
と
考
え
る
。

問　

新
た
に
導
入
さ
れ
る
森

林
・
環
境
税
の
啓
発
方
法
は
。

答　

広
報
や
各
種
納
付
書
の
中

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
入
れ
る

こ
と
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
す

る
。

問　

公
共
下
水
事
業
の
減
額
理

由
は
。

答　

平
成　

年
度
事
業
要
望
に

２３

対
し
て
、
３
割
カ
ッ
ト
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問　

西
美
濃
・
北
伊
勢
観
光
サ

ミ
ッ
ト
の
内
容
は
。

答　

西
美
濃
地
域　

市
町
と
三

１１

重
県
北
伊
勢
地
域
４
市
町
の

自
治
体
や
近
畿
日
本
鉄
道

（
株
）
が
加
盟
、
毎
年
観
光
サ

ミ
ッ
ト
を
開
く
ほ
か
、
物
販
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
。

　
　
　

年
度
は
道
の
駅
池
田
温

２４
泉
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、
特

産
品
の
P
R
や
販
売
は
も
ち

ろ
ん
の
事
、
池
田
温
泉
の
利

用
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

ふ
れ
あ
い
街
道
道
路
改
良

モ
デ
ル
事
業
の
内
容
は
。

答　

環
境
整
備
の
た
め
一
部
の

側
溝
を
利
用
し
、　

m
ほ
ど

２００

を
改
良
す
る
。

問　

農
業
集
落
排
水
施
設
更
新

支
援
事
業
の
内
容
は
。

答　

機
器
の
機
能
点
検
を
す
る

こ
と
に
よ
り
劣
化
の
状
況
診

断
や
、
今
後
の
修
理
方
針
を

立
て
る
上
で
の
参
考
と
な
る

も
の
で
、
補
助
金
等
申
請
に

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で

取
り
組
む
事
業
で
あ
る
。

問　

池
田
温
泉
新
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
改
修
工
事
の
内
容
は
。

答　

外
部
に
つ
い
て
は
屋
根
、

外
壁
、
柵
、
内
部
は
畳
、
壁
、

ふ
す
ま
、
カ
ー
テ
ン
等
の
改

修
で
、
５
月　

日
か
ら
６
月

１５

　

日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
で
、

１５本
館
の
温
泉
ポ
ン
プ
の
入
れ

替
え
は
、
５
月　

日
か
ら
５

２８

月　

日
ま
で
の
３
日
間
で
施

３０
工
す
る
。

リニューアル改修工事に取りかかる池田温泉

西美濃・北伊勢観光サミット「観光物産展」の様子



11
いけだ議会だより　No.144
平成 24 年 5 月 1 日発行

議会改革の取り組み
　議会の効率化、議員活動の活性化と情報公開の推進のため、議員定数の削減と併せて様々な議
会改革を行ってまいりました。
　次回６月議会からは、ついに「議会中継」もスタートいたします。（放映日時は、決定しだいHP
にてご案内させていただきます）
　今後とも町民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

庁舎３階　議場風景

議会中継開始

H２４. ６〜　大垣ケーブルＴＶで録画放映開始予定

常任委員会委員定数

H２０. ４〜　３委員会で各６名
　　　　　 ⇒２委員会で各１２名（全議員参加）
H２４. ４〜　２委員会で各１０名（全議員参加）

一般質問の質問方式変更

H２１. ３〜　一括質問方式　⇒　一問一答方式選択可（一括質問　or　一問一答）
H２３. ６〜　完全一問一答方式へ　（質問時間５０分、再質問は１項目につき２回まで）

庁舎３階　委員会室

委員会傍聴許可

H２２. ６ 〜　委員長の許可制
　　　　　  ⇒　自由傍聴化へ（委員会・本会議における傍聴者への資料の貸出可）
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責
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／
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／
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町
六
之
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皆さん議会傍聴に
来てください

皆さん議会傍聴に
来てください

寄
付
行
為
の
禁
止

　

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催
し
物
へ

差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

１．「池仲一家」を立ち上げたきっかけは
　２１歳の頃、友人達との飲み会で「故郷池田に誇り
を持ち、目的・目標・夢を持ち、イキイキ暮らして
いる人が何人いるだろうか？一人でも多く、笑顔に
元気にできないだろうか？」と話題に出たことが
きっかけで、まずは同志を結集しよう！と池仲一家
を立ち上げました。

２．今までの活動内容は
　我々はそこに笑顔が創造でき、賛同した人が賛同
した事にだけ参加するという自発性を重視した活動
を行なっています。過去の主だった活動は、講演
会・ゴミ拾い・東北支援・多種多勢で行う飲み会な
どなど…決まり拘束はありません。中でも大嶋啓介
氏をお招きし行なった講演会では、３００名のお客様
が集まり、多くの笑顔を生み出すことができました。

３．やりがい・嬉しかったことは
　今ある仕組みは古く、時代に合っていません。変

わらない大好きな池田である為には変わり続けなく
てはなりません。新たな価値を創造し、提供し笑顔
が生み出された時、一番のやりがいを感じます。ま
た活動で多くの素敵な出逢いが起きる事にとても幸
福を感じています。

４．今後の活動への想いは
　あっという間に創設から四年が経ちました、我々
も確実に歳をとります。この想いを後輩世代に伝え
ていきたい、支援したいと強く願っています。
　皆さん、人生とは祭りであり、年に一度の祭りを
待っているよりも、自分で祭りを作り、その中で血
を沸らして毎日を送っている方がよっぽど楽しい人
生です。我々と自慢できる故郷を創造していきま
しょう。

　同級生の絆を大切に、ふる里を想い活動を続けて
いく青年たちの熱い想いに、我々議会人も教わる点
が多い。毎年成人式には、卒業年度の池仲一家が誕
生すれば、一層活力ある町づくりが期待できそうで
ある。がんばれ池仲一家！ （牧村範康）

池田中学校の同級生でつくる「池仲
一家」。日本美化し隊などその活動
は、今、叫ばれている地域の絆の再
発見！代表の川瀬遊陽さん（24歳）
を直撃しました。

　

遅
咲
き
な
が
ら
も
池
田
山
麓
が
鮮
や

か
な
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
、
活
力
に
満

ち
た
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
議
会
も

４
月
か
ら
新
し
い　

名
の
議
員
で
ス

１０

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
期
か
ら
広
報
編

集
委
員
は
４
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
少

数
精
鋭
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
目
線

を
大
切
に
し
、「
議
会
だ
よ
り
」
が
町
民

の
皆
様
の
「
絆
」
と
な
る
よ
う
、
見
や

す
く
、
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

是
非
、
皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄

せ
下
さ
い
。　  
（
委
員
長　

牧
村
範
康
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

牧村範康 竹中芳弘臼井幹夫 渡辺幸一

き
ら
り

き
ら
り


